
（注）　１　大学番号の欄については，平成３０年３月２６日付事務連絡「履行状況報告書

　　　　　の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（カシワザキ　ナオミ）

柏崎　直巳

（平成２６年６月）

（アサリ　マサオ）

浅利　昌男

（平成２６年６月）

（ヤマシタ　タダシ） （ムラカミ　マサル）

山下　匡 村上　賢

（平成２８年４月） （平成３０年４月）

（オオキ　シゲル）

大木　茂

（平成２８年４月）

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は，各職に相当する職名の方を記載してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人麻布獣医学園

理 事 長

（４） 管理運営組織

　　　　麻布大学

　　　　神奈川県相模原市中央区淵野辺１－１７－７１

学 部 長

学科長等

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成３０年度に報告する内容　→（30）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

（２） 大　学　名

　　　〒２５２－５２０１

（３） 大学の位置

　　　　ください。

　　　・対象学部等が複数の場合には，それぞれ記載してください。

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　（例）平成２９年度に報告済の内容　→（29）

　　　　記入してください。

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

・学部長の任期満了による。
・平成30年4月1日（30）

学　　長

職　　名

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を



　　　に報告書を作成してください。

変更前 変更後 変更前 変更後 変更前 変更後

人 年次 人 年度

人

獣医学部

　動物応用科学科 120 130 － － 480 520 平成29

学士（動物応用科学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

120人 －人 120人 －人 130人 －人 130人 －人

872 － 865 － 859 － 1,069 －

(－) (－) (1) (－) (－) (－) (　 　) (－)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ － ]

838 － 846 － 837 － 1,012 －

(－) (－) (1) (－) (－) (－) (　 　) (－)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ － ]

370 － 388 － 503 － 453 －

(－) (－) (1) (－) (－) (－) (　 　) (－)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ － ]

144 － 148 － 173 － 144 －

(－) (－) (1) (－) (－) (－) (　 　) (－)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ － ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　・　なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は，平成３０年度定員変更の４年制の学科の場合ですが，変更年度・修業年限に合わせて

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，標準修業年限における入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

受験者数

志願者数

　　　・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　認可後さらに定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

　　　　（入試区分ごとではありません）。

Ｂ　 入学者数

Ａ　 入学定員

平成２８年度

合格者数

平成２７年度

1.20 1.33

(－)

年

[ － ]

(－)

平成２９年度

[ － ]

平成３０年度

1.101.23

(－)

[ － ]

(－)

[ － ]

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科等，定員を定めている組織ごとに記入してください

　　　　作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合には，欄を設けてください。）

平均入学定員
超 過 率

　　1.21倍

修業年限
収容定員編入学定員

設 置 時 の 計 画

　　　・　対象学部等が複数の場合には，上記の表を学科ごとに作成してください。

　　　　記入してください。

定員変更年度 備　考
調査対象学部等の
名称（学位） 入学定員

4



大 学 の 名 称 備考

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

年 人 年次 人 倍 倍 倍 倍 倍 倍 倍 年度 年度

人

獣医学部

動物応用科学科 4 130 － 500 － － 1.20 1.23 1.33 1.10 1.21 平成29 平成6

獣医学科 6 120 － 720 1.15 1.15 1.15 1.20 1.15 1.20 1.16 昭和25

生命・環境科学部

臨床検査技術学科 4 80 － 320 － － 1.17 1.21 1.13 1.21 1.18 平成20

食品生命科学科 4 80 － 320 － － 1.20 1.17 1.06 1.20 1.15 平成20

環境科学科 4 80 － 320 － － 1.11 1.15 1.01 1.06 1.08 平成20

獣医学研究科

獣医学専攻
（博士課程）

4 10 － 40 － － 0.90 0.80 0.80 0.70 0.80 昭和37

動物応用科学専攻
（博士前期課程）

2 20 － 40 － － － － 0.75 0.80 0.77 平成5

動物応用科学専攻
（博士後期課程）

3 4 － 12 － － － 1.00 0.50 0.25 0.58 平成7

環境保健学研究科

環境保健科学専攻
（博士前期課程）

2 7 － 14 － － － － 0.42 1.28 0.85 平成6

環境保健科学専攻
（博士後期課程）

3 2 － 6 － － － 0.00 0.50 1.00 0.50 平成8

      ・ＡＣ対象学部等については、必ず記入するとともに、下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

平均入学
定員

超過率

定員変更
年度

（AC期間の学
科のみ）

開設
年度

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成３０年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

２　ＡＣ調査学部等を含む大学等の状況

　麻　布　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

入学定員超過率



区　　　分
未履行事項について

の実施計画

認　可　時

該当なし

（２８年６月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（３０年２月）

３　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等 履　行　状　況

是正意見 未履行

1.平成30年度授業時間数に
ついては，適切に確保し授
業を実施するよう，各教授
会において口頭にて説明し
た。（一部教授会の議事要
旨の抜粋を資料添付。「資
料①」）

　シラバスにおいて14
回目及び15回目に定期
試験を行う科目が見受
けられ，大学設置基準
第21条の授業時間数を
確保できていないと考
えられる。
　１単位当たりに必要
な授業時間数を適切に
確保するとともに，シ
ラバスの確認体制を充
実させること。

2.シラバス確認体制の充実
　本学では，シラバスの入
稿，校正，第三者チェッ
ク，公開まですべてをWebシ
ステムで実施している。
　今回の是正意見を真摯に
受け止め，意見のあった動
物応用科学科に留まらず，
全ての学部学科における授
業シラバスについて，以下
のとおり平成30年度開講科
目シラバスの再確認を行っ
た。

1)各科目担当者が今回の是
正意見を受け，1単位当たり
に必要な授業時間数が確保
されているか，評価基準と
して単なる授業出席を含め
ていないかについて，担当
科目のシラバスを改めて確
認し，必要があれば修正し
た。

2)獣医学部にあっては系主
任及び学科長，生命・環境
科学部にあっては教務委員
及び学科長が，システム上
で確認し，修正等指摘事項
があれば確認欄にその内容
を記載，修正事項が無けれ
ば，確認欄に〇を入力し
た。

3)科目担当者は，学科長等
の確認欄の指摘に従い，シ
ラバスを修正した。

4)学科長及び学科長の下に
編成したシラバス精査メン
バーが，指示されたとおり
修正されているかをチェッ
クリストに基づき，PDFに出
力したシラバスにて最終確
認した。（確認者の資料を
添付。「資料②」）

1.シラバス確認体制の充実
　学科長及びシラバス精査
メンバーのチェックにおい
て指摘のあった事項を修正
し，ホームページに掲載す
る。

2.システムによる確認漏れ
防止
　今年度実施した学科長等
の科目担当者以外の第三者
の確認を着実に実施するた
めに，Webシラバスシステム
において，第三者の確認を
終了しないと公表できない
仕様とする等，システム上
で確認漏れの防止策を図る
よう，平成31年度開講科目
シラバス作成時に向けて検
討する。

3.FD研修
　全教員を対象にシラバス
に関するFD研修を実施し，
シラバスの意義，重要性を
理解する機会を設ける。



設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（３０年２月）

改善意見 履行済

　　　・　「設置計画履行状況調査時」の（年月）には，調査結果を公表した月（通常２月）を記入して

　　　　ください。（実地調査や面接調査を実施した日ではありません。）

　　　　報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，当該大学に付された意見を

　　　　全て記入するとともに，付された意見に対する履行状況等について，具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付してください。

　　　・　「履行状況」では，履行途中であれば「未履行」，履行済みであれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　平成29年度の入学定
員超過率が1.33倍と
なっているため，入学
定員超過の改善に努め
ること。

　平成30年度の入学者数に
ついては，平成30年度一般
入学各試験から，第Ⅱ期を
導入し，昨年度より合格者
数を絞り込み，入学定員超
過率の改善に努めた。（入
学試験要項を資料添付。
「資料③」）

　　　　に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等について，具体的に記入し，

（注）・　「認可時」には，認可時に付された留意事項（学校法人の寄附行為又は寄附行為変更の認可の申請


